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研究成果の概要（和文）：那須観測所におけるモニター体制の整備に関しては当初よりも遅れが

出たものの、後処理等の整備については当初予定を上回る成果を得ることができた。 

高感度・高精度 VLBI 観測システムについては予定通り整備が進んだ。実際に突発現象への対応

を想定し、ある領域内に存在する多くの候補天体を観測するための試験を重ねるとともに、2010

年に発生した活動銀河中心核天体における突発的なバースト現象に国内 VLBI 観測網として対

応するという実績を作ることができた。 

研究成果の概要（英文）：Development of the automatic data reduction and detected signal 
evaluation system in Nasu observatory are progressed more than the one was expected, 
although preparing the framework of monitor of transient phenomena between Nasu 
observatory and the Japanese VLBI network (JVN) was more delayed than originally 
scheduled. 
Snap-shot observations for about 900 radio sources with high sensitivity VLBI system 
in using JVN were carried out to start-up these system. Also, we succeeded to conduct 
a quick follow-up observation for the transient flare phenomenon from an active 
galactic nucleus in 2010 using JVN. 
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１．研究開始当初の背景 
（1） 電波トランジェントや電波強度を

大きく変動させる天体のサーベイは過
去にも何度か行われている。これらのサ

ーベイにより現在ではマイクロクエー
サーと呼ばれている系内ジェット天体
の電波バーストやトランジェント電波
源が検出されている。また、銀河中心方
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向のモニター観測も度々行われ、数 Jy 
レベルのトランジェント電波源が検出
された。しかし、共同利用が常識である
電波望遠鏡という大規模な観測装置を
一つの目的のために長期間占有し続け
ることは難しく、高銀緯も含めた広範囲
において電波トランジェントの検出を
主目的とした系統的なサーベイ観測は
されていない。 
※ １ Jy＝ 10-26 W m-2 Hz-1

（2） このような状況の中、早稲田大学は
電波トランジェント・変動電波源サーベ
イに目的を絞り、また装置設計などを極
力自分たちで行うことによって、直径
20m の電波望遠鏡 8 基という非常に大
規模な観測装置を 1 つの研究室だけで
作り上げ、那須観測所を立ち上げること
に成功した。独自の観測装置を作り上げ
たことで世界に先駆け、ほとんど手つか
ずだった銀河面から離れた領域（高銀
緯）も銀河面と同様に効率良く繰り返し
サーベイすることが可能になった。申請
者は観測周波数 1.42 GHz での電波トラ
ンジェント広域サーベイプロジェクト
の一員としてこのサーベイ観測を行い、
銀河座標上で等方的に分布する非常に
明るい電波トランジェントを検出した。 

（3） しかしながら、空間分解能や感度、
及び時間分解能の不足により、その正体
については特定することができていな
かった。 

２．研究の目的 
 本研究の目的は「電波トランジェント天体
の正体の特定」である。それには以下の３つ
を解決することで、目的の達成が期待できる。 
（1） 電波トランジェントのバースト継

続時間へ制限を付ける 
（2） 複数の波長で観測することによる

電波トランジェントのスペクトル情報
取得 

（3） 高分解能観測での高精度位置決定
による電波トランジェントの対応天体
同定（絞り込み） 

３．研究の方法 

 当初の予定では以下のように進める計画
であった。 

（1） 那須観測所の広視野サーベイ観測
により、電波トランジェント天体のモニ
ター及び早急な解析 

（2） 那須観測所による検出の速報を受

け、その検出位置誤差（5 分角×50 分
角（赤経×赤緯）の長方形）内全ての領
域に対し、高分解能観測（VLBI 観測）
を実施 

（3） そのために必要な速報システムの
整備 

４．研究成果 
 本研究を行ってきた過程において、方法の
(2)及び(3)については以下に示すように当
初の予定以上の成果を得ることができた。 

（1） 3-(2)については、既知の天体で実
際にフレア現象が起こった際、国内
VLBI 観測網を用いた追観測を過去報告
されているどの観測よりも最速の時期
に行なうことに成功した。これにより、
国内 VLBI 観測網を用いた突発イベント
への対応という実績を作ることができ
た。また高感度 VLBI システムの確立に
向け、およそ 900 の電波源に対し各天体
短時間のスナップショット観測を行っ
た。この試験観測では、国内 VLBI 観測
網の実際の感度の評価、及び突発現象発
生の際より多くの候補天体を短い時間
で全て観測するためのデモンストレー
ションを行なうことができたと考えて
いる。 

（2） 3-(3)については、自動解析システ
ムのアップデートにより、那須観測所に
おける「観測→解析→天体信号の検出」
というスキームに要する時間の大幅な
改善が達成できた。また、検出信号に対
する独自の信号評価アルゴリズムの作
成により、検出した信号が天体現象起因
であることに対する信頼度を定量的に
示すことができるようになった。 

（3） しかしながら、本研究の要であった
3-(1)と 3-(2)を融合させることについ
ては予定通りに研究を進めることがで
きなかった。その最大の原因は、２０１
１年３月の原発の事故により、那須観測
所内における放射線量の大幅な上昇、及
び電波環境の悪化である。後者について
は、フィルター等による対策を検討して
いたのだが、前者については、原発事故
後半年以上観測所における現場作業を
中断せざるを得ない状況であった（２０
１１年は実質作業できず）。したがって、
3-(2)と 3-(3)の整備等について独立に
進めることしかできなかった。 

（4） 当初予定には無かったのだが、多角



的視点から電波トランジェントの起源
解明を目指すため、重力波の研究者との
共同研究を開始し、セミナーも開催する
ことができた。 
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